
， 

漢
文
訓
読
史
上
の

ll
再
読
宇
の
成
立
に
つ

Iま

;6. 

L 

き

漢文訓読奥上のー問題

平
安
初
期
以
前
の
訓
法
と
、

中
期
以
後
の
訓
法
と
の
聞
に
は
、

漢
文
訓
読

史
上
一

一棋
を
翻
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
定
を
実
証
す
べ
く、

筆
者

は
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
内
面
的
考
察
を
加
え
て
来
た
の
で
あ
る
が、

そ

の
一

つ
と
し
て
平
安
初
期
以
前
ま
で
辞
の
訓
〈
助
鈎
・

助
動
詞
お
￡
ぴ
形
式

動
詞
〉

を
守
っ
て
い
た
漢
字
が
副
詞
・

接
続
詞
な
ど
の
詞
の
訓
に
変
っ

た
と

い
う

一

つ
の
傾
向
に
気
が
つ
い
た

。

こ
の
傾
向
の
範
囲
と
限
界
に
つ
い
て
さ

ら
に
考
え
進
め
て
行
く
う
ち
に

、

い
わ
ゆ
る
再
読
字
と
し
て
漢
文
訓
読
の
折

に
特
定
漢
字
に
二
訓
を
固
定
さ
せ
た
訓
法
の
成
立
も
こ
の
傾
向
の
一
つ
で
は

な
い
か
と
考
え
る
に
至
り 、

調
査
し
え
た
諸
訓
点
本
の
用
例
と
そ
れ
に
基
い

た
愚
考
と
を
謀
説
し
て
大
方
の
ご
叱
正
と
ご
教
示
を
得
ょ
う
と
意
を
決
し 、

先
学
の
説
く
と
こ
ろ
、

和
文
に
こ
の
漢
文
直
訳
口
調
が
穆
透
す
る
様
を
調
べ

て
、

さ
ら
に
こ
の
愚
考
の
他
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
併
記
す
る
こ
と
を
敢
え
て

行
っ

て
み
た

。

問
題

い
て

林

芳

規

一
、

「
嘗」

字
の
一

訓
の
移
り

事
り

字
書
に
「
猶
レ
合
也
」

「
将
有
事
而
中小
至
」

「
事
理
合
レ
宜」

と
説
か

れ
る

「
嘗」

字
の
訓
を
漢
文
訓
読
の
資
料相
に
よ
っ

て
調
べ
る
と
、

平
安
初
期
に
加

点
さ
れ
た
資
料相
の
訓
法
と
中
期
以
後
加
点
の
訓
法
の
聞
に
相
違
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

す
で
に
泰
日

政
治
博
士

、

遠
藤
嘉

基
博
士
の
述
べ

て
お
ら
れ
る

よ
う
に

(
註
1
)

平
安
初
期
に
お
け
る
「
嘗」

字
の
訓
法
は

高
例
挙
A
)

ベシ

ω

直
ち
に
「
嘗」

と
助
動
詞
に
訓
む。

同

副
詞
の
訓
「
マ
サ

ニ

(
稀
に
「
マ
サ
ニ
ハ
」〉

を
当
て

、

結
び
に

お
い
て

、

次
の
よ
う
な
極
h
な
形
を
持
つ
。

ω

助
動
詞
「
ム
」

を
柿
読
し
て
推
公
形
で
結
ぶ。

制

「
ム
ト
ス
」

を
柄
読
し
て
推
盆
〈
意
志〉

形
で
結
ふ

。

付

助
動
詞
「
ペ
シ
」

を
補
読
す
る
。

同

命
令
の
形
で
結
ぶ

。

'

帥

結
び
を
平
叙
す
る
。
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に
分類で
きる用
例を
示
し、
その
聞に 、

付
ωは
仰に
比
較して
用
例が
少い。

仲
間の
中で
は
仰の
用
法が比
較的に
多い。

同
「常」
字は
常に一
度訓ま
れるの
みで 、
後
此の
よ
うに
同定
し

た二
訓
をもっ
て
訓まれ
るこ
と
はない
よ
うで
ある。

の
点を見
出すこ
と
がで
ぎる。
「嘗」
字に
ω
凶の
ような
さ
ま
ざまの

訓法が
見
ら
れるこ
とは 、
努めて
原
義に
応じた
意
訳をしよ
うと
して

個性的な
訓み
分け
を
した
訓読
初期の
訓法の
結果で
あろ
うが 、

ωの

「ベ
シ」
と
辞の
訓に
当て
る
例が 、
同より
少く 、
用法‘弘
限ら
れてい

るのは 、
慨に
初期
訓法が
溺れ 、
新しい
訓法に
移る
き
ざしが見
えそ

めた
と思
われる。

平
安中期以
後
新た
に
加点さ
れた
資斜によると、
この
個性的な
訓

法が
少くなっ
て、
同
時に
副詞の
訓マ
サニ
と
辞の
訓ベ
シ
との
こ
訓が

「嘗」
字に
表
記さ
れる
例が
見えて
くる。
京
都大学
蔵
蘇悉地
咽制
緩縫

延
喜九
年白
点仰
に
よると、

に
るへL

ひ

の

の

を

嘗
用

使者及
制陀
迦
等
所説
真
言

の
よ
うな

ωの
付の
用
法が
その
大
部
分を
占め 、
稀に 、

に
る
舎

の
の

ひ

の

賞

用

赤

渡
米

〆

飯
・

根
菜
蜜
水一
次

蜜
・

砂
糖
・

米
粉

餅

を

な
り

等dH疋

也

の
ような
例
が
見えは
じめて
い
る。
以
下二
訓
を表
記した
例ぞあげ

スvo若手人率
ヰ

兵
て を

入
t 

Z長
六 ザ

ム

サby不
回

へ
カ
ラ

仁
る

モ

を

骨国
為
王
者(虫記呂后本

に三

五

紀
第
九
延
久
五
年
点

肌
)(

浅
妹)

品
に

す .

の
の

の

の

の

自
嘗

)
損
害
持英
批尊
所説
無量
朗及諸

寺
こ
k
を

(
仁
和
-寺
殺

章一

塁
子
経
承
暦
三
年
占…

卿
)
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真
雪雪E弓. を

我
へ蛍L Iこ

オ
モ
フ上

昇
桓極の

ア片.
神
変

(
仁
和
品
工減
大
日
経
冗
治
二
年
上白… …

側
一
可止、、

既

喜
t

L回に

有.)
所う
陳r
(
叩米
大
寺
歳
倶
合
論
綴
釈
疏
平
安
後
期
点
)

言己ス
我久

L嘗に
.紹

人
中の

・尊
〈
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
玉
経
永
長
二
年

点
附
)

〈
興
福
寺
前州
市
借
伝
際
和
二
年
点
…間
以
下
袋
町
期
ま
で
の
例
は
省
略
す
る
。)

寸i

こ
れ
らの
調査に
よっ
て
判
明したこ
とは 、
次の
点で
ある。

付
二
訓表
記の
例は
時代の
下ると
共に
多くなる。

伺
しか
し、
院政則まで
は 、一
度しか
訓まれない
訓法も見
えてい

る。
それは 、
(用
例鉾
こ

的
問詞マ
サニ
と
訓んで
「ム」
LT
柿読する。

例
制詞マ
サニ
と
訓んで
「ペ
シ」
を
補読する。

付
副詞マ
サニ
と
訓んで
命
令の
形で
結ぶ。

で
ある。
納付は
刊に比
較して一
一層少い
が 、
ω
も時代の
下ると
共

に
少くなる。

伺
鎌倉時代以
後には 、

表
記となっ
てい
る。

て
この
例を除い
て、
その
殆んどが二
訓



こ
こ
に
表記さ
れたこ
訓とは、
すべ
て
副
詞の
訓マ
サニ
と
辞の
訓ベ
シ

とで
ある
が、
高山
寺本類
緊
名
義抄の

円、fv

虫

外
郎
反

マ

サ
--
:・

ス
へ
シ

ア
タ
ル

Y
カ
サ
ト

ル

ツ
ネ

守

ホ
ル

ム
ヘ

〔掛田〕
不

明

守

サ
シ

y
コ

ム
カ
7

7
y

カ
ナ
フ

守
ホ
シ

の
は
じめの
訓に
よると、
ペ
シ
は
補
読諮と
してで
はなく 、
マ
サニ
と

共にこのこ
訓が
蛍
字の
固定した
訓と
して
意
識されてい
るこ
と
が
分

る。
こ
れによっ
て
思
うに 、

平
安中期以
後の
資粉に
二
訓表記の
例が

見
えるの
は、
その
漢
字が
再
読字として
成立
したこ
とを
意
味し
量
二

その
背景に
初期の
個性的な
訓法が
崩壊しっ
、
φめっ
たとい
う

事実が

あっ
たあで
為るO(設
と

【
川
叶
株
1】

将仮
名
は
チ
コ
ト
山川 、

片
仮
名
は傍
訓
を一
手。
「複」
同
様

本
に・ょ
・0 0

以
下
位付
記
し
な
い
L
の
は
筆
者
原
本
調
査

直
ち
に
助
動
詞
一
ベ
ジ」
に
訓
む。

L

bげ

の

も

ヌ

'と

の

に

川市
川

知

此

経

・亦

霊

式(

川内

(

百

大

寺

本

金

光

明

最

勝

五

経

平

安

利

羽
山…
)

をソ
といふ

ux

訪
(
同
友〉

(1) 

漢文訓読史上のー問題

'し
汝

等

常

知

間

副
詞
の
訓
一
マ
サ
ニ
」
に
訓
み 、

ω

助
動
詞
「
ム
」

を
補
読
す
る
。

に

に

の

t

ム

を
・

営

為

汝

腕町

説

少

分

ハ

東

大

寺

滋

地

議

十

輸

経

元

康
一

年

点
〉

に

む

の

官
有
種
種
尖
禍
(
飯
室
切
金
光
明
最
勝
玉
後
詰
釈
古
点)
総

帥

「
ム
ト
ス」
を
補
読
す
る。

付

を
サ
へ

じ

メ
む
と
ス
ラ
ク

の

の

を

及

持

i
経

者

賞

獲

無

辺

殊

勝

之

福

(
聞
大
寺
本
金
先
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点)

助
動
鈎
門
ベ
ジ
一

を
術
読
す
ろ
。

に

て

を

へ

シ

に

へ

シ

φ

に

我

鴬

以

不

善

而

死

円
高

墜

大

怖

畏

海

ハ

東

大

寺

古田

成

実

論

天

長

五

年

点
U

に

へ

シ

の

を

巡
孤
大
正
常

獲

十
種

功
徳
勝
利

(

東

大

寺

市開

地

蔵

十

輸

経一
川

俊
一

年

点
〉

命令の形で結ぶ。

の

の

骨
は

に

か
ラ

ヒ
ル
7

b

k

新
却時

間
l
域

記

者
常

白

抜

覧

(
知
思
院
議

大
唐
三
歳
玄
決
法
制
表
楼
古
占…
)

「中
断
視
矢
先
遣
築

f島裕氏移点本に

U)
 

帥

給
ぴ
を
平
叙
す
る。

に

〈

俗

ア
り
て

に

て

る
と
い
ふ

と

資

勃

空

窓

経
一
言

鮒

靭

五

億

七

十

六

幻

歳

蛍

下

作

仰

(
高
山
寺
歳

観
捌
物
上
位
経
賛
平
安
初
期
点
〉

同
お

に

hH
を
も
ち
て
な
9

ヌ

こ
と

じ

{市岡

符

不

浪一
阿
熔
多
聞和
三
義
三
菩
蛇

(西
大

寺

本

金
先切最勝
王
経

古

点〉

門
Mm
例
僻
2
】

平
安
巾
期
以
後
に
お
げ
る
非一
丹
読
の
例

川刊

副
詞
の
詞
マ
サ
ニ
を
当
て 、
助
動
詞
ム
を
補
読
す
る。

に

に

か

L

ぜ
hu

吾

川M

為

汝

分

別

併

説

〈

凶

大

寺

本

金

光

明

故

勝

玉

経

永

長

二

年

点
』

に

L

の

を

て

申

に

ぜ
む

を

明同

供

無

数

瓜

億

諸

仰

随

悌

所

行

漸

具

大

道

同
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(
談
山
神
社
療

法
華
経
院
政
期
点
U

れ

に

に

か

む

の

を

義
男
子
我

砕
岡

為

汝

説

英

印
相
・

(
東
京
大
学
国
語
研
究
室
畿

大
詰荒
木
生
心
地
観

経
治
承
四
年
点
)

例

助
動詞ペジを
補
設
す
る 。

ー
に
へし
を

蛍

為

何町
平
地

〈
仁
和
式寸
寂

大
日
経
究
泊
二

年
点
)

に

に

へ
L

我山品

安
夜

擁
護

此
人

(
聞
大
寺
本

金
光
明
最
勝
玉
経
永
長
二

年
点
)

付

命
令
の

形
で

紡
ぷ

。

に

レ

こ
と

を
L
t

に

汝
等
閑
玉
常
信
擁
護
如
是
凶
衆

hm

使

他
紘

共

相
侵
擾

(
同
右
〉

に
イ
ザ
ヒ
ヒ
争
ヰ
て

て

を

t

ν

ト
イ
7 .
こ
と
夕
、
シ
サ

か

を

持
蛍

嶋
1

率

同

心

以

然

不

運
|

正

汝

君

ハ
図
詐
察
議

群
舎
治
要
建
長
五
年
点
〉

複

【
註
1
】

凶
大
寺
本
金
光
明
nM
勝
玉
経
古
点
の

国
語
学
的
研
究
〔
研
究
特例
語

の

呼
膝
〉

訓
慰
安
料
と

訓黙認聞
の
研
究
(
語
法
の

啄〉

点
図
集
に
￡
れ
ば 、
他
の
点
図
￡
り
お
く

れ
て
生
じ
れ
三
宝
岳
寺

点
に
「
ブ
夕
、
ヒ
ヨ
ム・一

の
記
号
が
入っ
て
来
て
い
る 。
L
し
こ

れ
が
再
読をさすL
のとす
れ
ば 、
叉裏付げ
と

な
る 。

再
読
宇
の

成立
口
単
にペジが下
に
あ
る
L

の〔
刈
例群
1
の仰

の

付〕
がマサニと
並ん
で「
朴同」
字
につ
いて
い
るPふ
うに
な

っ

れ
表
記
上
の

問
題
で

代
な
く 、

初
期
の

個
性
的
な
訓
が
少
く

な

っ

て
、

同
時
に
再
読
が
住
じ
わい
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。

仰
の

付
の

例

口 、
「
ム」
平「
ム
ト
ス
」
を
補
う
と

同
様
に
補
読
と

考
え
ら
れ
ろ
も

【
註
2
】

【
註
3
】

の
で 、
後
惑
のよ
う
に
再
読
成立
の一
要件でロ
ある
が 、すベ

ペシ

て
と
民
考
え
ら
れ
な
い。
「
常」
の
よ
う
な
討
の
訓
が
な
く

な
っ

れ
こ
と
も

制
定
し
な
げ
れ
ぽ
な
ら
な
ド。

50 

一一、

将・
未お
よ
び
須の
訓な
ど

「
将」ハ
有ν
漸之
辞・
幾
願ノ
辞〉
と「
未」
の
訓
も「
首」
字と
同
傾
向舎

もっ
てい
る。

平
安
初期に
は
直
ちに
辞の
訓に
よ
むか、
副
詞の
訓に
よ
んで
楠
読語

を
持つ
か
のい
ず
れか
で
あっ
た。

「
将」1

直ちに
辞
訓ム
トス

に
嘗て
て
訓
む。

に

を

す

す
む
と

を

言
非
侶
界
我
亦
将
界

女

(
岩
崎
文
庫
荻

h川
合
平
安-
初
期
出…
u

抜

ν

ぜ
て

す
る
こ
と

む
と

T
P
ア
ン
キ
を

身
l形

臨
授
将

死
不

久

〈
回
大
寺
本

金
光
明
円以
勝
玉
経
古
占…
〉

2
副
詞の
訓マ
サニ
に
よ
み 、
その
結び
方に
種々
ある。

ω
助
動
詞ム
を
楠
読して
推量
形で
結ぶ。

hv
t
キを
の
レ
て
に
てむかと
を

大士
観
如
斯
共
恐
将
食

→寸

(
同
お
〉

(17) 付
則

打 命 ム
消 尽 ト
q百 三ミ 7、
時 主 を
I � 納マ 不、 読

ジ 得 すで 1�- る
結 道I 0 

( 後
杢 将に
手 予E?
歳

i

要ペ二
論
天
長
五

年
占、../



U
こ
と

に

巳
門マぱ
ピ

グ
あ
る

趣 J

死

甥川
4京一

久
(
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
玉
経
古
点〉

「
未」

直
ちに
辞の
訓ズ・
ジ
(
推盤〉
に
訓
む。

1 

又
未宇

t

い

り
と
は

曾

見
不
善
業

有一一

大
別
益
一

(
東
大
寺
滋

成
実
論
天
長
五
年
点)

是
の

諸 未
の ニ ヌ

行 生カ

法の ー故
生

す
るf、

東
大
寺詩書
金
光
明
経
註
釈
古
上白川
谷
五
〉

為

漢文訓読史上の一問題

じ
い
あ
り

衣

に

する
こ
と

未

得

現

生

ハ
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点)

副
詞イマ
ダ
に
訓
ずる。
こ
の
場
合
打消
助
動
詞は
補
読さ
れ
る。

(註1)
だ

干

の

外
ι

未
出、
笈
区
之
表

(
知
恩
院
議

大
庭
三
灘
玄
推計
法
師
表
情管
古
占…〉
前
掲

vh
ア
ラ
守

する
こ
と

来 !

有

詮
序

(
同
右
・

濁
点
は
鋒
者
の
加
え
れ
L

の)

平
安
時
代
中ご
ろ
以
後に
は 一持
続の
例
が
見
えは
じめ
次
第に
多
くなっ

て
来
る。(註2v

t

に
も
へ
ぎ

未

曾

経

ら
む

2 

( 入 ス京 に
利i受
大茶学羅t二
議

者生
懐? 蘇 E

鴎:f 重 宝
.嫉ι 潟 小れ
ハτ 緑主愛
同 経 奥山
方 延 定'-' 事

九
年、J

挨; λし ょ

震を 到ラ

而 竿3
す終t二 が

聖基
む

勿れ

己
来アニ(

唐
紗
本
漢
書
岨制
維
伝
天
眠間
二
年
点〉
複

を

こ
と
を

と
L
t

な
り
・

に

じ

か
む
と

以
右
抑
左
古口伴

而坐

既
将
説

法

っ
すM

(
東
大
寺
滋

無
上
依
経
如
来
功
徳
品
平
安
中
期
点)

に
、
t

に

〈

ハ

ニ

ム
ト

の
を

シ
テ

す

と

第二
依
文
正
解者一

勝
鰭
此
碩
略
為
三
分

司Abye-

(
東
大
寺
務

倶
合
論
額
釈
疏
平
安
後
期
点)

ν

こ
と

じ

イ

む
と
・

は
ハ
む

を
・

勿
軽用

務

何
如

願
賜
東
西
府
御
史

す
る

(
神
岡
喜
一
郎
氏
綴

尚
氏
文
集
天
永
四
年
点)

複

タ

t

ア

未

見

卿
決

(
東
大
寺
波

法
華
論
疏
天
永
四
年
出…)

ノ

エ

タ

ν

ν

ト
イフ
ヨ
ト
テ

貌
初
未
詳
定
是
何
年
月日

ス。。(
唐
招
提
寺
厳

戒
律
伝
来
記
上
保
安
五
年
点)

複

(
以
下
の
用
例
代
省
略
)

「
須」
字につ
い
て
は 、
一
般に
使用
度
が
右に
比して
少い
た
めか 、

十二
分に
用
例を
採
集で
きなかっ
た。
その
平
安
初期の
訓の
例

直
ちに
助
動
詞ペ
シ
に
訓
む。

'し須

. 1 

皆

ク

L
t

等
分

す

に

和
合

一

処

(
西
大
寺
本

金
光
明
最
勝
玉
経
古
点U

L

テ

L
t

る

に

タ
・

必顎
屈
曲
唱
出

部
オ

後
指

ハ
松
田一
禍
一
郎
氏
旧
議
四
分
律
行
事
一紗
平
安
初
期
点〉

(
桝
畑
耕
一…
尚
一日)

2 
副
詞・スペ
カ
ラク
に
訓
ずる。

に

スへ(
カラ
クV

セ
シ
メ

若
犯
過

比
丘

強
l

須

拍・
者
一
日
両
日
苦
l

佼

ハ
同
右〉

スへ
「
須(か
ら
く)
治(む)
懸〈
き〉
者」
と
訓

51 

」
の
よ
みは
疑
問が
ある
が、



ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

副
詞
の
訓
に
対
し
て
助
動
詞
ベ
シ
を
補
読
す

る
用
例
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

平
安
中
期
以
後
に
な
る
と
そ
の
例
が
多
く
見
え
る
。

メ
む

を

も
の
は

る
へ

L

の

の

求

成
i

就
者

須
解

真
言
上
申
下

法-Ie 

(
京
都
大
学
務

に

く
へ

キ

ナ

リ

を

均
等
曳

之
(
川
大
寺
荻

同
時
に
、

再
読
の
例
も
見
え
て
い
る
。

す

る

に

へ

シ

て

コ

ク

に

t

ヘ

ハ

ソ

〈

今
案

須

依
(
時)
魁
之
半
民・
以

加

省

耳
ハ
川
小川)

夕
日
夕

L

に
・

背
須
等
分
和
合一
庭

'Bし』

ハ
凶
大
寺
本
令
光
明
円川
勝
王
経
永
長
二
年山…)

'h
ヘ

〈
)

は

タ

に

イ

フ

を

須

真
道
夫
l

冥

'し

。(図寸一日出常議

ソ

ニ
ヤョノツネ一­

何
只在一一一万iけ一
哉
必!常

蘇
悉
地
相川
総
経
延
事
九
年
山…)

須

四 .
画

議
・附
日後
お
長
元
八
年山…〉

文
鋭
泌
府
論
保
延
凶
年
山…)
複

ク

ル

釘

信
之

(
観
行
院
議
品川
俗
諺
文
院
政
期山…〉
怨

ノ
ニ
クシ
ス

一
切

人
天
常

刻

供
謎 ・

の
に
く
市

ハ
守
um
孝
議
氏
出概
千
手
千
以
陀
桜
氾
経
院
政
期山山〉
桜

9

-一
・

L

チ

ニ

今
度
旦

入
天
台

間
蛍

乃

更
ス
ヰア

(
石
山
寺
世間
行
路
抄
佐
久
八
年
山山)
怨

へ�J�._ ニ〆
(
以
下
の
用
例
は
省
略
)

の
ご
と
く
で
鎌
倉
時
代
以
後
に
は
容
易
に
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
述
べ
た
掬
・

未
・

須
に
つ
い
て-
h
亦、

観
智
院
本
類
禁
名
義
抄
に

将

マ
サ-一
1
セ
ン
ト
ス

未
イ
マ
夕
、『
セ

ス

須
ス
ヘ
カ-7
P
1
ス
ヘ
シ

と
見
え
る
の
に
よ
る
む
再
読
午
と
し
て
同
定
し
た
こ
訓
を
意
識
し
て
い
た
こ

••
 

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「a
江」

{1T
に
つ
い
て
は

ル

テ

へ

力

ラ

不

-K

三

く

二

52 

ナ
ル

盤

(
図
書
袋
詰問
交
鋭
秘
府
論
保
延
例
年
内…)
舘

な
ど
の
初
読
の
例
が
見
え
る
が、

そ
れ
以
前
に
論
述
で
き
る
ほ
ど
の
十
二
分

の
例
ぞ
HA
ず
、

就
中
平
安
初
期
に
そ
の
例
を
凡
な
い
の
で
、

問
傾
向
を
も
つ

も
の
だ
ら
っ
た
ろ
う
と
は
恩
わ
れ
る
が、
AV
は
論
及
す
る
こ
と
が
で
き
な

、
。、LV【

ぷ
1】

副
制
の
訓
イ
マ
ダ
に
対
し
て
打
市
助
動
詞
メ・
ヲ
ロ
総
説
話
と
見

るべき
で
あろ
。それ

は
、高葉集の川宇

法を
HAる
に

ω
意
味
上

打
消
の
な
い
場
合
に
し

「
未」
が
イ
マ
ダ
と
し
て
川
い

-Hれろ。
見

守ずい吟
勾計五
十鵬)〔
如何校
万
葉
集の
測
に・
2c

以下問〕

例
「
米」
を
イ
マ
グ
と

訓
ん
で
更
に
打
消
の
訟
を
表
犯
す
ろ。

いまだはき拍手、
、〉〆

a
片山羽
市

米;

者
佼
繭
符(
品位
三
拙
」

い

ま

だ

と

き

だ

に

か

は

ら

同

会

、

h'

F

未
見
而

米

川

太

W

ナホ
兎
和(
品せ
洲
町
)

で
分
る
ご
と
く
「
未」
字
に
今
日
の
ご
と
く

二
訓
は
固
定
し
て
い

な
か
っ

れ
か-h
で
あ
る 。
L
し
二
訓
が
回
定
し
て
い
れ
ら

方
の
ご

下
旬
之
牒
向



とを同川字法
は
と
り
え
な
かっ
れ
で
あみう @
な
お 、
同

集
に
は

次
の
よ
う
な
別
法
L

見
え
て
い
ろ
。

叶討
土問か〈ぞもみでる
5kmmJ

付

秋
風
毛

味

吹
者 ー

如
此
守
宅
美
照
f

dぺ
J

M
L

し
か
し 、

こ
れ
は
漢
文
訓
読
に
お
げ
る
呼
応
関
係
を
L

つ
納
説
話
の
則

法
が
利
用
さ
れ
れ
と

見
る
べ
き
で
あ
る
。

阿
川
例
が
「
峨
|
ノ
ミ
」
に

L
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

モ
ノ
t

ナハ
ア
タ
ラ
シ9

7y

外l
ヒ
トハ
フ
リ
ヌ
W
JAJ叶
シ
ヨ
?y
力
作ア
γ

伺

物
皆
者 一

新
吉

唯

入

者

奮
之

感

笠

(品位十蹴)ノ

こ
の
訓
み山中ロ義
に
￡
つ

れ
の
で
あ
る
が 、同舎が何番務庚
上

「
人

惟

求レ
鶴
器
非レ
求
知商
依
新」
に
L
っ

て
い
ろ
と
い
う
ご
と
〈 、

岡山
漢
文
に
引
か
れ
れ
も

の
で
、

「
ノ
ミ
」
に
当
る
字
は
な
い
が
漢
文
訓

ap，、

読
に
お
い
てノミロ唯
と
呼
応
関
係
を
L

つ
L

の
で

あ
る
からこ
のFふ

う
な
用
字
法
L

許
さ
れ
て
￡
い
の
で
伐
な
い
か。

な
お
玉
勝
間
に
￡
れ

と舎は守害叫叫き

「
時
者
難

泡」
t

訂
消
の
訴
を

決ー文訪11読奥上の一問題

ぽ
「
ヌ
カ
モ
」
目
別
と

考
え
て
L

捕
っ
て
読
む
例
を
指
摘
し
て
い
ろ
。

【
設
2
】

平
安
中
期
以
後
に
も
非一
持
続
の
例
が
見
え
て
い
ろ
。

-
「
崎市」

制
副
初
可
サ
ニ
主
訓
ん
で
助
動
制
ム
を
補
読
す
る
。

例
付
よ
り
多

、
0

・u‘

に
タ
ラ
む
こ
と
を
L

の

を

或
意
持

足

若
作
此

法
・

ハ
仁
和
寺
議

蘇
勝
呼
出晶
子
経
承
暦
三
年
占…〉

i

Uヤ

者

の

を

持 ι

無

猛

獣

損
害
・

於
我
・

、

於
此
林
中
・

\ 

ハ
西
大
寺
本

金
光
明
裁
勝
王
経
永
長
二
年
点〉

セハ
ニ
セン

君
徳
阿
l

乱

民
絡
・
流
|

亡

〈
図
詩
情対
蔵

川叶
持
品川
要
件辿
長
五
年
占…〉

a

t

テ

ユ
ナムヨ
ト

ス
ト

カラ

自

知
=

婚

死

不
レ

久-(
倭
占…
法
部
経
吉
野
畑初
期
内…〉

複

す
な
は
ち
ま
さ
に
い
っ
く
ん
そ
か
の
し
う
を
L
ち
い
ん

〈
か
な
が
き
λ
ん
ご
室
町
期
等
〉
緩

〔
則
持
鷲
用
被
相
失〕

ム
ト
ス
を
補
読
す
る
。

巳

を

を
ア
プ
メ
町

を

ク

ぞ

を

に

郷

郊 .
上
玄

定
泰
鴫
・

薬

科
ト

休

品川ザ

別
競
・

問
符

=一
息

ウ
ン
を

ア
タヘ
ユ
タ
力
こ
と
を
ヒ
メ
て
を

む
と
す
を

銭
功

王
帝
・

郎
胤
・

錫

美

一怖

症

開

統

(
出問
紗
本
波
書
松
雄
伝
天
瞬間
二
年
内…)
複

(ロ)
打
加
で
給
ぶo

-一

ニ

ス
エ

ノ

シテ

ス
ルコ
ト

テ

心
中

大

鷲
挺

崎市

施

作
例

制川
乱

我
心一

邪

(
倭
点
法
華
経
吉
野
期
点)

怨

直
ち
に
討
の
訓
ム
ト
ス

。
に

訓
む
こ
と
が
な
い
占…
は
注
意
イ
べ
き
で
あ

ろ
。

2
「
未」

「
未」
の
中
期
以
後
の
例
の
中
に
口
単
に「
ズ
」
の
み
の
表
記
の

も
の
が
多
い
。
こ
れ
げ

a
実際
に
はイマダ
を
訓
ん引いが
表
記し
な
かっ
れ 。

意
味
上
再
読
す
る
こ
と
が
不
可
能
た
つ

れ。

当
時
代
の
訓
法
を
反
映
し
な
い
資
料
ハ
例
え
ば
移
点
本
な
ど〉
で

あ
る
。

十ヲ

手ドス
ヤ

b c 
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な
ど
に
考
え
る
工
と
が
で
き
る
が
そ
の
多
く
は
右
の
変
遷
￡
り
考
え
て

a
で
あ
つ

れ
ろ
う
と
見
ら
れ
る
。

三
、

非
再
読
字
一

藤」

と
不
定
な
「
猶」

の
訓

「
際」

字
も
、

「
猶」

字
も
今
日
再
読
字
と
し
て
訓
読
さ
れ
て
い
る
が 、

前
述
の
も
の
と
史
的
事
情
を
具
に
す
る
。

「
際」

字
は

、

平
安
初
期
か
ら
室
町
期
ま
で
の
実
例
を
見
る
に
全
く
再
読
さ

れ
て
い
な
い

。

そ
の
平
安
初
期
の
例
は
、

の

ク

キ
に

ラ
L
U

り
と

坦

菩
薩
摩
詞
薩

如

是・

騒

知
ー

復
有

十 t

能・

(

西

大

寺

本

金

光

明

最

勝

玉

経

古

点
)

L
t
まれ
は

を

シと

を

故
起
作

業
・

必
感

受
報

ー

(

東

大

中一寸

議

成

実

論

天

長
五

年

点
)

の
ご
と
〈

直
ち
に
辞
の
訓
ベ
シ
に
当
て
る
例
の
み
で
他
の
再
読
字
の
ご
と
く

副
詞
の
訓
を
全
く
見
な
い

。

中
期
以
後
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

れ

の

き

を
・

普

識

真

言

所

臨応

用
・

蕗

(

京

都

大

山{千

歳

蘇

悉

地

期

間枠
経

延

喜
九

年
占…
)

は

L

の

ほ

に

を

宗
君

臨

震
三
州

刺
由主
沈・
君
常レ
位
極

三
l

公

ハ
縦一

福

寺

灘

高

峰田

伝

際

和

六

年

点
)

マ
の
の

こ
と

を

へ
シ
士
る

に

真

色

迷

人

隠

過

此

ハ

神

間

喜
一

郎

氏

歳
白

氏

支

集

天

永

四

年
占…
)

按

ノ

ニ
ハ

ク

ノ

ノ

シ

ノ

ニ

彼

中

如

輪

形

際

入
於
中

宮

(

東

京

教

育

大

学

国

語

学

研

究

室

綴

金

剛

頂

大

教
玉

経

保

元
二

年

点
)

リ

夕
、
カ
テ

ニ

有ニ

闘

穴

，� 

予Jν
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死
者一
中

枯

骨一
(

世

俗

諺

文

院
政

期

点
V

悠

シ

ス

ν

ス
コ
ト

テ

・

皆
騒

恭
敬

英

生

軽
慢

す

れ

す

を

(

守

屋

孝

蔵

氏

歳

千

手

千

限

陀

羅
尼

経

院

政

期

点
〉

複

へ
シ

ク

ノ

ノ

藤

受

極
極

流
時
生
死

地
獄
餓
鬼a
i--

(

高

野

山

正

」何回

院

寂

仰
頂

徐

勝

陀

羅
尼

経

院
政

期

点
)

複

ク
モ

へ
リ

一一

シ
ム

テ

サ
hF
テ

ハ
ラ

初

値

遺
談一

懸

恨司
令

而
不-一

交一

小
如
来

泣

跡

議

式

建

保
コ一

年

点
〉

複

ト
ン
フ
片
島、

ラ

越

旧

交
情

キ
タス

臼

衆
一

シ

カ
ル

更

多一

毎
レ

習 清1愛者
子 l 亦 提
際 光

ニシ醇シ醇7藤2

(
観

智

院

議

作

文

大

体

鎌

倉
中

期

点
〉

複

(

醍

醐

寺

担問
遊

仙

窟

康

永
三

年

点
〉

複

(

前
田

家

議

桂
川

地

歳

記

弘

治

四

年

点
〉

抑留

ス

章
一

間一

ハ

足

利

学

校

遺

跡

図

書

館

疲

古

文

孝
経

室

町

期

点
)

複

の
ご
と
く
す
べ
て
「
べ
し
」

に
訓
ま
れ
て
い
る
。

作
文
大
体
(
群
書
類
緊
本

に
よ
る
〉

の
「
返
読
字」

の
中
に
も 、

室
町
期
の
授
庵
和
術
家
法
倭
点
の
二

度
読
み
の
中
に
も
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
室
町
期
ま
で
は
再

読
字
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

然
る
に
こ
れ
が
再
読
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
思
う
に
江
戸
時
代
以
後
で

、

「
際
蛍
也」

の
辞
書
の
註
に
よ
っ

た
為

で
あ
ろ
う
。

「
猶」

字
は
作
文
大
体
に
は
返
読
字
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
字
で
あ
る
。

し
か
し

実
際
に
観
智
院
本
に
よ
っ

て
同
字
の
訓
を
見
る
に

、

コ
ト

シ

ノ

カ

ニ

猶

響

之

随

蕗

〈

作

文

大

体

鎌

倉
中

期

点
〉

按



漢文訓読史上のー問題

と
あ
っ

て
単
に
プ
ト
シ
と
だ
け
読
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

(
註
a

v

桂
庵
和

筒
家
法
倭
点
に
は
こ
の
字
を
「
二
度
読
み
」

の
中
に
あ
げ
て
お
ら
ず、

鎌
倉

.

室
町
期
の
点
本
に
も
一

度
し
か
訓
ま
か
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。

ヨ

ユ

ト

ョ
ト

ヨ
ト
ク
ナ
ラ
ム

ノ

ト

ト
ノ

世
々
』』→d
公一

結

因
縁
・

猶

今

#早安

与
妙
楽
l

駕

(
金
沢
文
庫
古都
弘
決
外
典
紗
弘
安
七
年
点)
複

シ

テ

テ
ョ
、
へ
タ
作
カ

ラ
モ
フ
カ

キ
ヌ
キ
ン
コ
ト
テ

猶
下
飢

之
求
レ
食

塞

之
欲A

衣

(
足
利
学
校
遺
跡
図
舎
館
議
古
文
孝
経
室
町
期
点〉
復

し
か
し
な
が
ら、

ま
た
他
方
再
読
さ
れ
た
例
も
見
え
る
。

の

に

な
る
こ
と

を

の

円
満
月
輪

中

無
垢

猶

浄
鏡

'U
 

(
仁
和
寺
波
大
枇
阪
遮
那
成
働
経
久
安
凶
年
点)

ナ
テ

ノ

ノ

へ
ン

ノ

猶
ニ
桂
l

林

之
一

l
枝

昆
脊

之
片

玉一

ハ
観
知両
院
議
世
俗
諺
文
院
政
期
点〉
複

ナ
?

ム
ヱ
十日
る・と
寺

め

を
ト
ル
コ
4
t
る
と
き

か

を

猶
下

飢 {

之
求

食

明暗

之

欲主

衣

-

E

(
内
藤
乾
吉
氏
歳
古
文
孝
経
仁
治
二
年
点〉
複

の

ノ

百
l

姓
徒
役(=一

千
院
務
古
文
孝
経
緯
治
三
年
点〉
複

-
陪

ナ
ホ
シ

臣
妾

猶
L

z
w
ヨ
ト

劃レ
レ

ワ
ν
テ
ナ
テ
シ

予

猶

テ、ノ父

(
円
珠
経
眠眠、水
元
年
点〉
複

ノ

ア
テ
ク
ヨ
ト

テ

シ

ノ

父l母一
仰レ
之
猶-一
日l月一

ハ
伊
達
家
本
金
句
集
室
町
期
点〉
複

う
っ
た
へ
を
き
く

事
わ
れ
な
を
人
の
こ
と
し
〔

騨訟
菩
猶
人
也〕

〈
安
岡
庫
文
歳
か
な
が
さ
る
ん
ご
室
町
期
写〉
複

の
ご
と
〈
で
あ
る
が

、

他
の

再読
字
と
比
し
て
一

般
化
さ
れ
た
訓
法
と
は
い

4
夕
、
4
テ

入
期レ

テ

ク

之

如
ニ

い
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
字
は
平
安
初
期
に
お
い
て
は
、

は

キ
こ
と

ク

キ
ヒ
ク
L
t

し

と

と
の

歯

白

斉

密

猶

珂

雪
・

ハ
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古占…υ

の
ご
と
く

直
ち
に

「
プ
ト
シ
」

と
訓
じ
て
い
た

。

し
か

し
一

方
開
詞
の
訓

「
ナ
ホ
シ
ハ
又
は
ナ
ホ
と

も
あ
っ

た
。

L
ニ
〈

の

t

の

に
一

か

こ
と

猶

如

浮
木

入

廻復

中

難

可
得
出

(
東
大
寺
液
成
実
論
天
長
五
年占…〉

L

ク
し
て

の

ク

も

色

猶

如

夢
幻

亦
無

所
執

亦
無
能
執

ハ
西
大
寺
本
金
先
明
最
勝
玉
経
古
点〉

た
ど
し
、

こ
の
折
は
、

す
べ
て
「
如」

字
と
重
な
っ

た
も
の
で

、

多
く
の
用

例
が
見
え 、

又
後
世
ま
で
ひ
き
つ
ど
い
て
訓
じ
用
い
ら
れ
来
っ

て
い
る
。

す
Z
こ
と

を

L

L

の

の

整

水
風

猶

如

四

柱一

(
石
山
寺
議
金
剛
回押
念
稲
次
第
院
政
期
点〉
複

し
か
し
な
が
ら、

「
猶
」

に
副
詞
の
訓
ナ
ホ
シ
を
当
て

、

辞
の
訓
ゴ
ト
シ
を

補
読
す
る
例
は
全
く
見
ら
れ
な
い

、

【
註
1H】

群
書
類
軍部
所
収
の
作
文
大
体
は
後
か
ら
書
吾
川
え
ら
れ
わい
項
L

認
め
ら
れ
る 。
「一退
殻
字」
の
項
は
最
後
の
方
に
見
え
る
L
O

で
そ
の
点
信
用
皮
が
薄
い。
因
み
に
「
縦」
を
再
統
字
と
し
て

あ
げ
て
い
る
が 、
諸
点
本
資
料
に
そ
の
用
例
を
会
く
見
な
いn

四
、

再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
の
試
見

55 

再
読
字
が
成
立
す
る
た
め
に
は
次
の
ニ
つ
の
要
件
を
認
め
る
こ
と
が
で
き



る。要
件1
平安初期の
訓におい
て
その
漢字が
辞の
訓を
持っ
てい
た

こ
と。

要件2
同じ
字に
辞の
訓と
は
別に
詞の
訓ハ
副詞の
訓など〉
があ

り 、
それに呼一隠する
辞の
楠読諮を
もっ
てい
て、
かっ
その

納読
諾が要
件1の
辞の
訓と
同一
の
諮で
あるこ
と。

この
二
件が平
安中期
まで
に
ω
要件1の
「
辞の
訓」
が
他の
「詞

の
訓」
によみ
変ら
れるよ
うになっ
た。
(締訓の
詞訓
特化、と
略称〉

凶
こめ「
辞の
訓」が要
件2の
楠読誇と
同一
語で
ある
ところか
ら 、

同一
年に
副詞の
訓と
辞の
訓ハ要
件2の
呼
感関
係に
あつ
れ
補読誌に•

 

代置さ
れ
れもの〉
と
を併記するよ
うになっ
た。
ω
こ
う
して
生
じ

た
訓法は
中期
以
後の
訓法の一
傾向(
悶一
字に
は同一
訓を
与えよう

とする
傾向〉
に
応じて
他の
個性的訓
法にとっ
て
代り 、
訓読の
固定

化を
更にす‘込
めていっ
た。
以下この
こ
と
につ
い
て
考えて
み
るこ
と

に
する。

前
官官まで
に
述べ
て
来たこ
とか
ら
次の
こと
が
判明
する。

イ
漢字一
字を二
度に
訓
むこと
が
行われるよ
うに
なっ
たの
は
平
安

中期
以後で
ある。

ロ
再読の
傾
向は
時
代がたつ
ほ
ど多くなっ
て
くること。

ハ
再読が
行わ
れる
頃よ向
辞の
訓に
直ちに
訓
むこと
がほ
とんど
見

ペ
シ

ム
ト
ス

f

ペ
シ

られなくなっ
た。
即ち
平安
初期に単に
蛍・
勝・(
米
γ
須などと

訓む
訓が
殆ど
見られ
なくなっ
た。

ニ
平安
初期の
訓に
おいて、
辞の
訓の
みで 、
他に
副詞の
訓を
有し

ない
もの
は
後
世再読されない。

な
どで
ある。

ホ
とこ
ろで
伺に
関聯していい
うること
は 、
副詞の
訓ぞ
持ち
また

それと
呼
応
関係に
ある
補読諮を
持っ
てい
る
漢字
があっ
て
も 、
平

安
初期において
直ちに
その
補読
語に
相当
する
辞の
訓を
もっ
てそ

の
漢字が
訓じら
れたこと
が
な
け
れば再読
にはな
ら
ないの
で
あ

ア
-一

、

る。
例えば「山富」と
それに
呼応
するム
ヤ
とは
早くか
ら
筏接な
関係

を
持ちな
がら決して
蒋読には
ならない。
「
唯lノ
ミ」

において

も
然りで
ある。
「
唯」
を単にノ
ミ
と
訓じ 、
一
量」
をム
ヤ
と
訓じ

た
例がない
か
らで
ある。

この
うち
ωと
例とは
用
例の
示十
通りで
ある。
付につ
い
て
考
えよ

う。
西大
寺本金
光
明最
勝王経に
加
えら
れた
平安
初期白
点と 、
閉じ

本に加
えられた
永長二
年の
朱点との
訓法を比
較するに 、

L

P

の

色

ヌ
と

の

に

首

知

此

経

亦
至

英

国
ハ
平
安-
初
期
白
占…〉

L

ク

L
t

す

に

皆須
等
分

和
合
一
民

(
H

〉

の

する
に

ナ
む
と

の

に

ク

e
と

の

実
水

務
室
於
此

中
多
有

家

-
〔
返)

ペ
シ

ペ
シ

ム
ト
ス

設・
須・
附仰
と
平安
初期におい
て
辞の
訓をもっ
てい
た
もの
は、
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魚
〈
H
)

に
・

ヌ

坦
・
に

・

に

蛍

知・(
返)

此
経
亦
至

英

国
(
永
長
二
年
占…)

ぱ
四
玉
砕前

知・(
返)

ク
は

ク

L

に
-

L

皆
須

等
分
和
合

一
一応
(hH〉

・
(
符)

に

寺

の

の

に

ク

の

其
水
勝

議

於
此

池

中

多

有
数

魚
〈
hげ
)

・
(
返)

と
永長二
年
訓点では
すべ
て
再読されてい
るO(註
↓
十
な
わち
辞の

訓によ
ま
れてい
た
もの
が 、
すべ
てマ
サエ 、
スベ
カラタハ
と
副詞な



る
寵
の
訓
に
訓
み
か
え
ら
れ
て
お
り 、

か
っ
再
読
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ

る
。

し
か
る
に
平
安
初
期
の
訓
法
に
お
い
て
副
詞
の
訓
マ
サ

ヱι
よ
ま
れ
て

い
た
も
の
は

、

再
読
に
変
っ

て
い
る
例
も
あ
る
が 、

そ
の
ま
、

初
期
の
訓
法

を
う
け
つ
い
で
い
る
。

註
2)

こ
の
こ
と
は
か
つ

て
辞
の
訓
を
も
っ

て
い
た

こ
と
が
再
読
字
成
立
の
一
要
件
で
あ
る
と
考
え
う
る
。

そ
れ
は
叉
帥
の
点
よ

り
考
え
合
わ
せ
て
も
首
肯
で
き
る
で
あ
ろ
う。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
平
安
初
期
に
お
い
て
辞
の
訓
を
持
っ

て
い
た
も
の

が 、

中
期
以
後
に
他
の
詞
の
訓
に
読
み
か
え
ら
れ
て
い
る
も
の
を
他
に
求
め

る
に

、

の

は
じ

セ

の

の
みに
は

04
毎桂 ー

香
気

非
侶
適

此

三
千
大
千
世
界

(
平
安
利
期
内
点〉

の

の
ヌ
が

の
み
に
ア
ラ

の

に

家
妙

雑
翠

非

一

11
色

毎

日
三
時

7

て

セ
ヨ

十F』
の
大
ま
ふ

す
る
こ
と

O
汝
等
動

修

勿

為
放
逸

に

フ
メ
じ

セ

に
は

常

願

勿

庭

於
卑
賎

た
t
ま
つ
る

ケ

に
』T
-

ケ
士
ま
ひ

ヌ

O
奉

授

批
尊

快
奥
受

己

に

り

の

を
ナ
除

て

に

既

識

病

掘削

己

随

病

f、
H 

f町、
H 

r、
/1 

f曲、
/1 

i英文訪11読真上の一問題

の
非
(
じ
・
ヌ
)

勿
(
じ
・
ナ
)
・

己
(
覧
了
助
動
詞
ヌ
)

と
辞
の
訓
に
訓

ま
れ
た
も
の
が 、

手話
題

申

香
気
非
侭

.適

す
の

止[:

千
大
千
|吹
界

の

の

L
t

衆
妙

雑
華

非

.色に

毎
日

の
二二 rヘ
時 永

に長

年
占

説
中

r、
/1 

〉
〔
H

、J

す
る
こ
と

為

に

む

レ

す
る
こ
と

に
b

常

願

勿

庭

於
卑
賎

に

t

奉授
賞
尊

悦
尊
受
己

に

'

の

t

t

に

既

識

病

源

己

随

病

ハ
H

U
〔
H

と 、

ほ
と
ん
ど
一

様
に
訓
み
変
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
わん

問
傾
向
の
も
の
と
し
て

、

アWイハ
つ

HEll
-とを

有

得

勝
惣
持

到
静
慮

〔
平
安
初
期
白
山…)

by

は

IE

て

に
eh
あ
り
けHM

す
るこ
と

善
男
子
若
有

衆
生

蹴
於

大
衆

未

能
修
習

ハ
H
V

の

は

し

こ
と

す
k
い
ふ
こ
と't

u ，
〔レU

一
一切

諸
法

無

有

不

為
慈
悲

所

摂

ぺ
MH〉

使
坐

L
て

執
著

を
凶

お
賓 と

(
H
〉

k

と
も

に

て

の
及
・

雄
・

為
(
|

所〉
・

以
が 、

後
世
一

様
に
オ
ヨ
ピ
・

イ
ヘ
(
ブ
〉
ト

モ
・

タ
メ
ニ
・

モ
ツ
テ
と
訓
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
も
あ
げ
う
る
し 、

さ
ら

す

に
「
欲」

が
ホ
ツ
ス
と
訓
ぜ
ら
れ
る
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
各

諾
に
よ
っ

て
そ
の
直
訳
訓
た
る
「
詞
の
訓」

へ
の
よ
み
変
え
の
事
情
は
異
な

る
が 、

す
べ
て

詞
的
直
誇
訓
に

移
行
し
て
い
る
の
で
ゐ
り 、

そ
し
て
そ
の

一
辞
の
訓」

の
ほ
と
ん
ど
が 、

平
安
中
期
以
降
に
は
姿
を
没
し
て
し
ま
っ

て

い
る
の
で
あ
る
。

(
註
8)

こ
れ
ら
の
傾
向
は
平
安
中
期
以
後
中
国
と
の
交
通
が
絶
え
て
一

般
に
漢
文

に
対
す
る
実
力
が
お
ち
た
こ
と
と

音
読
の
衰
退
と
に
伴
な
っ

て
訓
読
の
上
に

生
じ
た
変
改
の
一
つ
で
あ
る
個
性
的
訓
読
が
亡
び
て
形
式
的
訓
読
が
生
じ
た
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レ
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勿
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力
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勿
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f旬、
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)
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H
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〔
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こ
とに
起
因
する
漢文訓読
史上の一
つ
の
変
遷の
姿と
見ら
れる。
辞の

訓に
それが見
えるの
は 、
宣
命の
小書きの
例よ
り

考えて
漢
字の
訓と

して
は
助詞
助
動詞は不
安定に
感じら
れたの
で
あろうか。

一
方平安
初期におけ
る
副詞(
詞〉
の
訓そ
見るに 、
その
結びにさ

まさまのいい
方を
持っ
てい
る
l

特に
謡曲」
の
ごと
く
i。
しか
もい

マ
サニ

ず
れの
字におい
て
も 、
呼応
関係に
たつ
補読翠聞を
持っ
てい
る。常
ー

マ
サニ

イマ
ダ

ユ
ペ
力
ラ
ク

ベ
シ・ム・ム
トス 、

勝lム・
ム
トス

二木
lズ 、

須
l(ペ

シ〉
な

ペ

シむと
す
宇

ペ
シ

ど。
こ
れらの
呼応
関係には、
必ず
巴述の
辞の
訓蛍・
将・
米・
須

と一
致する
補読
誇を
持っ
て
い
る。
このこ
と
か
ら
筆者は、
辞の
訓が

詞の
訓で
あるマ
サニ・
イマ
ダ・
スベ
カラク
の
副詞の
訓に
変る
折に

守ザ品

すで
に
呼応
関係に
あっ
た
蛍
に
態 。するベ
シ
(
補読語〉
将に
醸ず

イマ
r

るム
トス

(
補読語) 、
未に
騒ずるズ
(
補読語〉
などの
口
調に
影響

さ
れて 、
補読
誇を
蛍
漢
字の
訓と
考えるよ
うにな
り 、

副詞の
訓と
共

にこの
ご
訓を一
漢
字に
固定させ
る
結果と
なっ
たと
考
える。
ざ
すれ

ば 、
副詞の
訓と
そ
れに呼応
する
補読
語(
辞の
訓と
同じ
諾の〉
との

関係も
再
読
字成立の
要
件と
見な
け
ればな
ら
ない。
前
掲の
同に
述べ

た
よ
うに
「
際」
が
再
読されないの
はこの
第二の
要件を
欠〈ためで

あろ
う。
すなわち
平安
初期に「
燦」
に
副詞の
訓および
そ
れに応
ず

る
楠
読
語の
訓法が一
般
化してい
ない
為で
あろう。
「猶」
が
他の
再

ナ
ホ
シ

読
字と
越を
異に
するの
は、
「猶」
と
補
読語のプ
トシ
との
関係が
他

の
再読
字の
よ
うには
見当ら
ず 、
その
代り
補読
誇プ
トシ

の
役割を

「
猶
如」
と
重ね
用い
ら
れる
「
如」
が
果
し、
との
語序によ
る口
調が

要
件2
を
充た
した
ため
で 、
他の
一丹読
字が
成立して
か
ら 、
後れて
そ

れに
擬して
成立
した
もの
と
考える。
なお
「
縦」
につ
い
て
はこの
点

よ
り

見て
も全く
再読
字た
る
原因が
考えられない。

逆に
第二の
要
件だけで
も 一丹読
字は
成立
しない。
すで
に
帥に
述べ

允ごと
く
副詞と
それに
呼応
関係にある
補読
語と
がい
か
に連
合
度が

強くと
も
再読
字にはな
り
えない。
量・
唯の
ご
と
きがそう
で
ある

マ
サユ

が 、
叉嘗
に応
ずるム
との
連
合、も誌と
なる。
院政期まではこの
連
合

マ
サニ

は
強
〈 、
多くの
例を
見るが、
蛍の
ごと
き再読は全然
見られ
ない
の

マ
ザユ

で
あっ
て 、
この
連
合さえやがて
嘗
に
移行して
しまうの
で
ある。

ペ

シ

(
註§)

58 

最
後に
成立
時期につ
い
て
考えるに、
再読
字が見えるの
は
平
安中

期以
降で
ある。
辞の
訓が詞の
訓に
変ることは
すで
に
平
安初期に
も

見ら
れる。
また
字によっ
て
は
副詞の
訓と
補読
語との
連合本
強まっ

て
い
た
と
も
見ら
れる。
しから
ば
初期の
資務に
見えて
もよ
さそうで

ある。
だが
見えない。
い
ずれにして本
漢
字に
即した
訓をと
ろうと

した
傾向に
裏付けされて
生じた
もので
あろ
う。

【
註
1
}氷
長二
年
点
は
白占…
に
比
し
て
訓
が
少
い
が
こ
の
例
で
は
再
読
訓

の
み
で
あ
り、
少
〈
と
も

積
極
的
に
一件
誇
訓
で
な
い
と

見
ら
れ
る

用
例
口
見
な
い。

【
設
2】

副
詞マ
サ
エ
に
訓
ん
で
ム
を
補
う
例
(
多
く

見
え
て
い
る)

レ

じ

に

か

L

せ
む

に

に

吾
蛍
為
汝
分
別
解
説

(
初
期
点)
↓

吾
償
為

か

し

せ
hu

汝
分
別
解
説

にケHU苧

子
勝

無
↓ 

=干
狩に

猛
然 考

u 益金，_ /晶、守 司、 ァ オt
猛 ミ 長考 古

'-' 
獣の 損

害せ
る

を

於
我〈
初
期
点〉

損
害
於
我
(
永
長占…v



副
詞
T
サ
ニ

に
訓
ん
で
ペ

ジ
を
補
う

例

に

に

Pヘ
シ
キ

を

笛
於
蛮
夜
六
時
(
中
略)
作

如
是
言

じ

の

に

へ
L

を

↓
時前
於
査
官悦
六
時
〈
中
略〉
作

如
是
言(
永
長
点)

鴬
を
可

サ
ニ

に

訓
ん
で

命
令
で

結
ぶ

。

の
に

士まへ

フ
に
内

慈
父
静岡
哀
慾

(
初
期
点〉
4

慈
父
曾
哀
怒
ハ
永
長
点)

な
ど
で
あ
る
が
又・、
れ
ら
の
再
読
に
変つ
れ
例
L

す
で
に
見
え
る。

に
三
っ
と
オ
モ
フ
へ
シ

の

に
も

t

の

蛍

令

無
武
百
千
万
億

衆
生

出

生
死

を背
〔
以
下
略〕

に

つ

↓
門
的

令
Lニ

(
初
期
点)

(
初
期
点)

漢文訪11読史上の一問題

t

を

出

生
死
苦

〔
以
下
略〕
ハ
永
長
点)

に
ツ
カ
む
と

の

を

川町帥
紹

人
中

等

(
初
期
点)

を

に

の

我
蛍
紹
人
中

隼
(
永
長
点)

・・し・

右
の
例より
考
える
に 、
まず静
の
訓
をLっ
て
いれ
L

のが
再

読F
なり 、つ
い
で「ベ
ジ」
を

補読
する
例
が 、更
に他
の
い

い
方
ま
で
再
読
に
変っ
十い
の
で
あ
ろ
う
、と

見
ら
れ
る。

オヨピ

【
註
3】
二
三
に
述
べ
れ
漢
字
の
詞
的
な
直
訳
訓
は
「
及」
を
除
ド
て
は
す

で
に
平
安
初
期
点
本
に
は 、
辞
的
な
訓
と

並
ん
で
表
わ
れ
て
い

れ。
辞
的
な
訓
が
まつ
わト
く
そ
れ
ら
の
訓
に
移
行
し
れ
の
が
平
安

中
期
以
降
、と
見
ら
れ
る。

オヨピ
「
及」
の
直
訳
訓
の
もっ
と
L

早
い
例
は
京
都
大
学
歳
蘇
悉
地
鶏

羅
経
延
客
九
年
点
に
見
え
て
い
る。

の

を
L
t

無
武
百
千
万
依

衆
生

ラ
レ
む

お↓ 
記ス

我ν

に

え
L

11川 .

の

申

告
.

蛍

用

使
者
及

制
陀
迦
等

“

所誠
実
言

【
註
4】
例
え
伐
談
山
神
社
議
法
撃
経
院
政
期
点
と

倭
点
法
華
経
吉
野
朝占…

の
「
蛍
」

字
の
訓
み
方
を
見
ろ
に
前
者
比
百付
設
と

補
説
話
ム
を

訓

む

方
、と
が
相
牟
ば
し
て
見
え
る
が

後
者
に
hp
い
て
付
す
べ
て

再
読

に
なっ
て
い
る 。

豆 、
一
般
的
で
な
い
再
読
字

使役の
令・
教・
湿・
使・
偉など

「
須・
宜・
室・
賞・
令・
勝・
教・
遺・
猶・
使・
未・
縦

マ
ザニ
ヨ
ロ
シ
ク
マ
サニ

等
也」
と

令・
教・
述・
使
を 、
桂
庵
和
品川
家
一法

一使
点
に
「

哨.

也シ
.

活
.

ナ
ン
ゾ
シ
テ
シ
テ
シ
テ
シ
ア
シ
テ
ス
ペ
力
ラ
タ
イマ
r

室・
令・
教・
使・
停・
遼・
須
未」
と
令・
教・
ぽ・
伴・
遣を

ザ
ル
シ
ム
シ
ム
シ
ム
シ
ム
シ
ム

ペ
シ

ジ

あげで
あり 、
高山
寺本
町襲名義抄に「
遺
げηれ・:・一口」
と
あ

る
の
に
よ
る
と 、
こ
れ
ら
も
或
時
期
に
は
再
読
字
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ

る 。
そ
の
平
安
初
期
に
お
け
る
訓
法
は 、

直ちに
助
動詞シム
と
訓む。

bF

を
色
ち
て

勤
心

作
文
大
体
の
返
読
字
に

l 
付)

流
布 L 

t 

止tの

妙
経

.玉を

則
ニ

U

BEEAq
ク

令

王
法

久

佐一
せ

於1ftに

(
西
大
寺
本
金
先
明
最
勝
王
経
古
点〉

メ
む
軒仰、，咽a
の
EEBEd

にLt

英
人民
安隠豊楽

ク

ナ

む
hy

こ
と
は

開
勿
令

ハ
同
右〉

民|無
解 す

諸の

狂横
悶〉省

.59 

(ロ)

の
の
み
に

唯自
耳



tsd

と

と

と

と
申

キ

た
り

人

観
見
象
衆

馬
血飛

車

兵

等

衆

な
り

の

な
り
と

之
毒剤

新一
桓

倉
庫

(
問
先-)

む
と
な
り

の

を
し
て

し

セ

付

令

諸

有
情

恭
敬

供
養

(
岡
京)

2
動
詞
「為」
の
連
用
形
に
助
詞のつ
い
た
「シ
テ」
と
訓
じ 、
助
動
詞

シ
ム
を
補
読
す
る。

-v

，1亡

を

吋斗寸ぺ引

の

を

呪
締

教
英
援

弘
誓
願

(
向
方)

の
ご
と
〈
でゆ山につ
い
て
は
下の
陸一言に
的
助
詞
「キ」
を
訓
む。
制
助詞

「-
こ
を
訓
む。
付
動
詞
「為」
と
助
詞一
て」
のつ
い
た
「シ
テ」
を
補

読
する。
の
三
様が
ある。
しか
し
後
世に
な
ると 、
一
様にチ
シ
テの
補

読に
なっ
て
くる。
同
所を
永
長二
年
米点で
見る
と

む

の

を
L
て

に
L
て

の

使

共

人
民

安
隠
監
楽

無
諸

校
横

ケ
レ

即一
勿

{史
tr 

七宝。

11) 

の
み
に

こ
と

を
L
て

唯
自
耳

令

解

ー

を
し
t

使 1

什|
観Ii見
豪
馬ll
霊
兵

九衆七
宝
之
楽
品

倉
庫

と
なっ
て
い
る。
さて
こ
の
字の
平
安
中期
以
後室
町矧
までの
用
法を
見

る
に、
概
して
例
家
点で
はチ
シ
テ
を
下の
体
言に
補
読してシ
ム
の
みの

訓を
あて
る
法を
と
り 、
博士
家
点で
は
再
読してい
るよ
う
で
ある。

a
チ
シ
テ
を
禰読
する
例

じ

に
L
め
む
か

を
L
t

且
為
令

泊

L
て
L
せ
を

じ

足

梱
木
之
故

(ロ)

-山，‘a・
i-iら
蘇気

は

の
L
め
か

を
L
t

且
為
令

緑
叢l

私
自停
安
記
長
元
八
年
点V

元

〆向、、
生t� E可上 如 大依 来 . 寺経 t 談
量日 て
来
J'}J居
徳

・UU 
平
安

j町、J
60 

こと有一ニ
合包f句、 1'.1己p

耳E 、
大使L
=!}-:二8

・ と

を
L
t

令
彼

悉
家安時旧楽(同大寺本金光明最勝正
経永長二
年点〉

に

む

ヒ

を
L
t

京
右

令

候
覚
沙
門

し
て

廼命

試l二
欲っ

令合
一
切
如乳

切 (
金 ノ 興刷 悉 穏J.IT 地ー 寺

大 . Z 議経 テ
王 受 高
級 一 健
保 切 f云
元 安 藤二 楽 手11
年 悦 二
点、 串 年) ・ ''''' 7 占

故ュ 〉

聖天現験

令
メ
タマ r-?雲寺足尊大� $-' 図的 テ 詩

野 学
山解 研
正脱 究
仰 を家
院 威厳
仰叫刷
敏勝陀
四枠
巴院政
期占…)
複

て

き

を
L
て

ナ
ラ

妙
光
教
化
・

令

英

賂
固

(
談
山
神
社

綴

を
L
t

ぜ

て

と

の

の

令
其

坐

詑

与

彼

水

総
及
水

(唐招提寺
綴
四
分律行事紗
鎌倉期占…〉

法都中経院政
期山…〉

b 不シフ使喜
三令三 の' 夷 �入 例

! 、 を

夏A 清t セ メ

相 大
交ァ 后
I � -c ' 

日ィ
(・此紀呂后本記延久五
年山…)
怨

セシメ侵

シflEシ
メ
7 zゐ

君

夫

て婦を宗
為5 2 参' 一

| 担E
商 氏

と綴

白氏支集天
永附
年内…)
桜

(同)



欲
λ 

コ令
ト テ

テ

事
火
婆
羅
内一

一フ

-一

胴
天一

ぞ {吏シ目 下Jレレ

(
如
来
泣
跡
諸
式
姶
保
三
年占…〉
複

テ
ノ

f\
を
テへ

の

を

の
な
り

各

終中
英

性
i

命上

者

t
 

古
l
者

諸
侯
歳

工遺シ ハ
( 内
図 大 藤替 夫 乾
寮 t を 吉
勇軍 聴で 氏問4 謀長

セ 古
天 文
子 ， 孝? 経

仁
t台

勾三

、、J

複

群
帯官
治
要
時世
長五
年
点)
複

教 即
シ 下 シ シ3脅
ム テ ムγシ

桂
'L'"を

カ
ヨ
ρ

通よ

(
醍
醐
寺
巌
遊
仙
窟
康
永
三
年占…〉
複

し
P 治 、

zZ し
阿 ー 次
_ (J) 小p 様で な

例
ι そある (。 前 章P

FI1 "f:'7 
家
歳

康
対一 ?

サカ一フ
速申

桂
川
地
蔵
記
弘
治
凶
年占…〉
複

漢文訓読奥上 の ー問題

ラ
シ
テ

ニ

ケ
シ

不
l

肖
子

底-
蚕
l

子
之
上一

切

(
観
智
院
議
品目
俗
諺
文
院
政
期占…〉
複

テ
シ
テ

シ
テ

テ

ニ

及
裂
明
帝
使下
京
北
設
仲
将一

点
定

以

題
小
芳
林
苑
中
主

(
林家
隷
文
体
鎌
倉
中
期占
…)
複

シ
ム

テ
シ
テ

セ

ノ

ノ

貌。
主
令

字
文
秦

破-一

梁

o
元・
帝

二
十
万
衆一

(
金
沢
文
庫
議
弘
決
外
典
紗
弘
安
七
年
点〉
按

シ

シ
テ

ラ

カ

ハ

t

シ

ハ

シ
テ

セ

若

教レ

人

間

若

自
l

持

若

教y

入
持一

シ
メ

シ
メ
ム

(
倭
点
法
悲
経
吉
野
靭
点〉
複

博士
家
点において
は、
院政ころ
まで
動揺
してい
た
らしく 、
又
次の

よ
う
な
訓
も
見
え
る 。

ν
、
LV

を
ら
シ
ム

是
使
布衣之+?
不

得
為

枯
木

令翠
t

臣
を

無
ラ

朝
賀す

k 天
沼l
図書館
蔵
文
選
院
政
期占…)
檀

乃イ'l)!

(
久
原
文
庫
歳
市民
記
孝
円京
本
紀
延
久
五
年
点)
複

を

メ
ザ
シ
ム

を

入

復
召

越
l

了
王

t
 

f史童日鹿沼
て を

賊
セ
ι. 〆戸、

毛
利
家
重量

虫
記
呂
后
本
紀
第
九
延
久
五
年
点)
桜

之
ハ
東
洋
文
庫
蔵
本
秋
経
伝
集
細川
保
延
五
年
点)
複

樽士
家点におい
て
再読
が
生じたの
は、
やは
り

要件1の
辞の
訓によ

シ
ム

シ
ム

むハ
使・
令など〉
と
要
件2の
詞の
訓〈こhAで
は
動詞)
と
それと
密

接な
連
合をもっ
補読語シ
ム
を
持っ
ていて
要件1の
辞の
訓が要
件2

の
補読諮と
同一
語で
あるために 、〈前述の
百円読
字と
岡
原理となる)

他の
再読字の
影響を
多
分に受
けて
後れながら
成立した
もの
と
考え

る。
後世
再
読されなくなっ
た
原因につ
い
て
は、
校
施和
白川家法倭点

の
記事が
参考に
なる。

シ
テ

テ

-一

〆ハ
皆
下
之
字-一
テ
点シ
添へ
テ
シ
ム
チ
ハ
鴬レ

英
字
右-一
シ
ム
ト

シ
ム

ラ
・r
-フ

ヘ
ト
モ

ト

点
ス
ル
ナ
リ

令二

人

l知

-
之
類。

錐

レ一一一
l

字

用二
一
二
ノ

テ

シ
ム

点-

古
点
ニ

令

如
レ

此
点
ス
レ
ハ
一
二
ノ
カ
ヱ
リ一

ア
仮
名
シ
ム
ニ

サ
シ
ア
フ
ナ
リ

臆く
古い
訓法を
見た
経
庵は
恐ら
く例家
点によっ
て
博士
家
点の
替き

方を
改めたの
で
おろう 。
桂山陥の
意 一九は
後併に
影響を
強く与えてい

るこ
と
か、り
して、
今日の
表
記法はこの
頃に
根ざしてい
るので
は
あ

る
まい
か。
「貼
例」
にも同
意見が
見ら
れる。
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以鋳・評
古点本の
再読
字を調
査してい
ると
次の
ごと
き二
度訓みの
用
法が

見ら
れた。

すト
メ
に

不

。額
我

ヘ
モ
別
家
綴
由民
記
呂
后
本
紀
延
久
五
年
点〉

複

方モ、ラク

ヌレハ

ノ
タby

テ

チ

而
説
者
以
l

為

各
自
敬 ，

英

為

。
君
!

父
之
道

臣。
i。

子
乃

リ
四

二

悦
也

ハ観
智院議

アモへ一フク

お
に
りと
コト

以一
下
l

為

於
い

一一夜

有ム

レ
闘一

円
ク

高
祖
以
l

為モフ

世
俗
諺
文
院
政
期
点)

複

自

す謂1
ク

古EZ
霊ー セ

，、 〆「
其 内
妙 藤一 乾

=r 口
氏
歳

古
文
孝
経
仁
治
二
年
点〉

復

ォ以
雪 i
イ 為

フク
仁
者

必
主主2フ
人 ト (

m :+ 
材、 門… ~ 

平 語
難戸 貞一 ・ー 観

政
要ー
鎌
� 届�YI 
占、J
複

(
闘
珠
経
建
武
四
年
占…〉

複

(
伊
達
家
本
金
句
集
室
町
期
点〉

複

オモフに
テ

なりと

謂ニ
余
不|信一

こ
れら
は一
般的の
もので
ない
ら
しく
概して
博士
家
点に
散
見し、
時

代も下っ
た
もの
に
現われてい
て 、
前
述の
再読
字とは
本
質的に
異な

る
もので
ある。
恐らく
再読
字が一
般に
生じて
か
ら 、
その
訓
法の
影

響を受けて
現われた、もので 、
補読
語を全
記する
代りに 、
併
記する

こと
になっ
た
もの
で
あろ
う。

再
読
字
の
後
世
に
生
じ
た
異
訓

スハ
ラ ，a可刈

ホにて
シ
タ
ヒトリ一一シテ
サラ

不
然
嘗-一昔一濁水の頭
身没
魂
州力レテ
AJTWテ

マ
シ
カハ

i

Luf
f
ラ
ザ
ラ
マ
ジ

ん
神
岡
喜
一
郎
氏
歳

白
氏
支
集
天
永
凶
年
点)

鉱

白氏
文集の
訓
点には特異な
訓法が多い
がこ
れもその一
つ
で
ある。

マ
シ
カハ
に
対して
は
「ベ
シ」
よ
り「マ
シ」
が妥当と
考えて 、
既
成

の
再読
訓を
無視した
もので
あろ
う。

-

ソ
ン内ラク

何 :
=

須 一

漫
l

伯一

(
政
酬
寺
本
選
仙
筋
隊
永
三
年
点〉

へ

寺

、
ミ
タ
リ
カ
ハ
シ
ク
テ
ソ
by

遊仙
窟の
訓法にも
亦
珍岡県な
もの
が
見える。
それもその一
つ
で 、
再

読
が生
じて
か
ら代置された
訓と
考えら
れる。
この
純一の
ものは
まだ

他にも
あるので
はない
か
と思
わ
れる。
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後
遂 世に 辞
攻� . 

= .;< の

t 令 雲
姓 | に

の 谷日 よ
徒 ト l つ。i 氏 て
引 を 生
'lx.."l: 1 " 

。 多 f、 ‘'
J 図 旦マI 1:.こ

舎 にl も
寮 の
議 事きE

と群
舎
治
要
時地
長
五
年
占…)

按

コ g?;i ナトー川ホLー シ

ハ
=一
千
院
歳

古
文
孝
経
緯
治
三
年
点)

複

ノ

、

ナ
リ

レ
ナ
ラ
シ
一一
ク
ン
テ

ラ
シ
フ
hy
カ

テ

士
l

庶la人
楽
不

l仁

是
油ニ

悪レ
酔
強レ

酒

ハ
伊
建
家
蔵

金
句
集
室
町
期
点〉

怨

この
種の
もの
は、
時代の
降っ
た
もの
に
見ら
れる。
しか
して一
般に

再読
字が
生じて
か
ら 、
且
叉
勝也・
銃猶也・
由叉輿猶通などの
註記

によっ
て 一持読
訓をもつ
よ
うになっ
た
もの
と
考
えられる。

「一除」が
今日
再読
字と
されて
い
るの
も
同
傾向で
あろ
う。

最
後に「
室」

字につ
いて
は
作文大体にも 、
家法
倭
点にも
見えてい
る
再読
字
であ

る
が 、
少
数
例しか
見え
ず 、
前述の
原理によっ
て
生
じた
もの
か 、
或

い
は
「何也不
也・
何不
也」
などの
辞書の
註による
異なっ
た
原理に



ょった
ものか
判定
すること
がで
きないι

六 、
先
説と和
文へ
の
影
響と

漢文訓読奥上のー問題

訓読に当っ
て
漢
字一
宇を二
度に
訓
ずるとい
う

現
象は
珍しい
方法

で
ある。
それ
故に 、
早
くから

作文大
体・
家
法倭
点な
どで
触れて
お

り 、
江
戸時
代になっ
て
も
「点
例」r「日
本釈
名」・「
博士
読孜証」
な
ど

訓
法に
関する
曹に
も
触れで
あるが、
その
成立につ
い
て
は、
前述書

の
界「訓
点
復古」「
倭読要
領」「学
則」
に
も 、
また
当
代の
随
筆など

に本
論じた
もの
を見ない。
明治になっ
てか
らも
或い
は
訓
読の
当
初

よ
り生
じてい
た
ものの
ごと
く

考えた
り 、

字
義よ
りの

必然の
要求で

あると
考えら
れてい
た。
(設--A)
たど
大
言海に
須・
応・
蛍な
どの
字を

別つ
た
めに
読み
習える
漢籍
読と
説いてい
る
が、
こ
れも全
く
史的
事

実に
合わ
ない
もので
ある。
近時
古
点本の
研究に
伴なっ
て、
春日
政

治
博士は
平安
初期の
訓法を
明らか
にさ
れ 、
(註zrつ
い
で、遺
族
嘉基

博士は
その
成立につ
いて一
つ
の
考えを
出して
お
ら
れる。
(註 S)

【
註
1】
「
漢
文
の
訓
読
に
￡
り
て
伝
え
ら
れ
れ
る
語
法」

【
註
2】
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
玉
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究」
研
究
第

語
の
呼
応

【
註
3】
「
訓
点
衣
料
と

訓
点
諾
の
研
究」
話
法

漢文
訓読に
おいて
辞の
訓が
詞の
訓に
変
るため
に
生じた
再読
字

は、
平
安
中期以後訓読の
固定
化と
相
候コ
て、
ここに
形
式的な
訓法

を
生じ 、
該当
字には
常に
再読訓を与
える
よ
うになり 、

直
訳的な
再

読口
調が
生じたがそ
れは
漢
文訓読にの
みと
どまら
ず 、
在
来の
日
本

語に
も
次
第に
影
響し、
器透
するよ
うに
なっ
て
来る。
平
安
時代、も
末

ごろ以
後の
歴史物語・
和漢混
濁文には
見えて
くる。

大
鋭・
水鏡・

海
道
記・
徒然
草な
ど
少い
ながら
例を
見出しうる。
ここ
に和
漢混
濁

文の一
例をあ
げよう。

シグ

久

ニ

テ
テ

諸
国
宜

レ
承ニ
知

依ニ
宣一
行レ
之
敢

〈
東
海
東
山
~
紋
下
院
宣)

設
本
に
よ
る)

ノ

テ

不レ可レ遠
故以

ス下---

(延
鹿本平・援物
語吉沢
義則
博士校

と 倶申 舎て 論
は
再生
汝
メ卒、7 
過ヌ

盛
{立

問 死 4
右 7
〉 遂 ー

-一

ク

勝三レ近二

. 

炎魔王

こ
れら
経
典に
関係ある
文ゃ、
宣
旨・
奏
状や
畏っ
た
会
話などに
多く

見える
とこ
ろを
見ると
漢文訓読文の
影響によっ
て
次第に
和文脈に

入っ
て
来たこと
が
考
えられる。
この
外今昔物語・
三
宝絵詞・
沙石

集・
古
今著
同集などの
説話集の
文中に
散見
するの
も当
然のこ
とで

ある。
か
くて

再読口
調は
和
漢混
濁文や
仏教説話集を通して
次第に

文語
文に
入りこみ 、
明治の
文語
文や
今回の
文語的表
現の
中に
まで

屡々
表わ
れるに
至っ
た
もので
ある。

七、
む
す

び

この
小
稿は
従
来未開拓で
あっ
た
漢文訓読
史の一
分野
を明か
に
し

よ
うと
した
もの
で
ある。
なか
ん
デく全く不
別で
あっ
た
「
一持続字」

の
本
質と
その
歴史的
推移の
大略をのべて、
い
くつ
かの
点を
明か
に

しえた。
しか
し
その
中には
今後さらに
究めつ
くされねばな
らない

辞訓の
詐へ
の
移行な
どのい
くつ
かの
重
要な
問題
Zんでい
る。

さらに
また
漢文訓読が
文語文に与
える
影響の一
端をも
物語っ
てい
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ヲ
Q
。と

こ
ろ
で
こ
の
小
杭
は
、

次
の
点
に
応
用
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。

そ

れ
は

過
去
に
お
け
る

漢
文
資
紛
の

訓
読
に

つ
い
て

!
例
え
ば

万
葉
集
の

詞

書、

古今
集の
一暴行
序や上
代
に
おけ
る
漢
文、ま
た
平
安
時
代
の

日
記、

記
録
な
ど
の

変
体
漢
文
の

訓
み

方
に・
つ
い
て
は

l
従
来
は
一

定
の

訓
み
方
が

な
い
。

よ
り

多
く

は

今
日.
の

訓
み

方
に
よ
っ

て

い
る
も
の
の

ご
と
〈
で
あ

る
。

し
か
し
当
時
の
訓
み
方
を
知
る
こ
と
が
で、
矛
た
と
す
れ
ば、

そ
れ
に
従

う
の

が
よ
り

自
然
で
あ
ろ
う
。

〈
あ
と
が
為、
)

。d

一
、

本
稿
は
去
る
昭
和
廿
八
年
部
十
月の
国
語
学
会
で

φ発
表
の
原
稿
を
も

Ti
 

と
に
し、

そ
の
折
、

時
荻
博
士
、

鈴
木
一

男
氏
、

林
大
氏
、

山
間
俊
雄
氏

な
ど
諸
先
読
よ
り
い
わい
日い
い
れ
ご
教
示
に
￡
っ
て
、

品昔
、き
改
め
れ
も
の
で

あ
る
。

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
ご
指
導
い
れ
r
い
れ
佐
伯
梅
友
先
生、

巾

聞
紙
夫
先
生、

築
島
裕
氏
へ
共
に
あ
っ
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

二
、
な
お

資
料
制
査
に
際
し
て
ご
使
宜
を
い
れ
に
い
れ
泣
藤
嘉
基
博
士
、

京

大
附
属
図
書
館
伊
藤
一怖
照
氏
、

東
大
寺
図
書
館、

岡
大
寺、

唐
招
捻
寺、

興
福
寺、

仁
和
寺、
京
大
国
語
研
究
室
に
感
謝
の
意
を
表
寸
次
第
で
あ
る
ョ

三
、

中
問
視
夫
先
生
の
お
話
に
￡
る
と
鈴
木
一

男
氏
口
「
感
宜
」
「
円前
応
」
な

乞
の
認
-W
4
り
成
立
を
お
考
え
に
な
っ
て
い
ム
れ
る
向
で
あ
る
。

疑
問
点

も
あ
る
の
で
、

ご
教
導
を
仰
ぐ
機
を
切
に
待
ち
望
ん
で
い
ろ
。

-
東
京
文
m
科
大
学
大
学
院
学
坐
j




